
時間 15時間

単位 1単位

②日々の講義の取り組みと講義の中での実技を総合的に判断し点数化する

＜配点＞

100点
内訳：（①担当60点）　（②担当40点）
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＜評価方法＞

・ アサーティブコミュニケーション

・ アサーショントレーニング

②杉田講師　蠣崎講師　他（6時間）

・手話の基本
・手話で挨拶をする
・困っている人へ手話で話しかける

＜教科書・参考書＞

①担当講師が作成したプリントを資料して使用する

②今すぐはじめる手話聴さんと学ぼう！　全日本ろうあ連盟

・人間関係の向上スキル

・ カウンセリングの基礎　①傾聴技法

・ カウンセリングの基礎　②共感　③応答の技法

・ 表情の機能と表情から伝わること

・ 非言語的コミュニケーション

①筆記試験

　コミュニケーション15時間のうち1時間を試験に充てる

講  義  概  要
科目名 コミュニケーション 1学年

担当講師
①市立釧路総合病院　臨床心理士　石澤　奈未子
②杉田　美和（釧路聴力障害者協会 常務理事）
　蠣崎日出雄（釧路聴力障害者協会 理事長）　他

・ アンガーマネジメント

＜授業のねらい＞

人間を人との関係で成長する存在として捉え、人間関係を円滑に保つ必要性と方法について理解す
るとともに体験学習を通して多様なコミュニケーション技術を養う。
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＜講義内容＞

①臨床心理士　石澤（9時間）

・ コミュニケーションの基礎


